
明
治
期
に
お
け
る
運
河
開
削
と
技
術

在

来

技

術

の

検

討

増

由

廣

實

は

じ

め

に

富
国
強
兵
を
国
家
目
標
と
す
る
明
治
政
府
は
、
外
国
資
本
の
圧
力
を
排
除
し
、

経
済
自
立
と
資
本
主
義
化
を
は
た
す
た
め
き
殖
産
興
業
政
策
を
推
進
し
た
。
そ
の

結
果
、

一
八
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け

一
応
の
目
的
を
は
た
し
て
、
殖
産

興
業
政
策
は
歴
史
的
役
割
を
終
り
、

八
〇
年
代
末
か
ら
は
、
民
間
資
本
の
企
業

へ

の
投
資
ブ
ー
ム
が
起
り
、
や
が
て
産
業
革
命
期
に
至

っ
た
。

こ
の
殖
産
興
業
政
策
の
中
に
あ

っ
て
、
最
も
基
本
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

た
も
の
は
、
交
通

・
運
輸
の
促
進
で
あ

っ
た
。
中
で
も
鉄
道
は
、
新
し
い
交
通

.

運
輸
手
段
と
し
て
建
設
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
資
本
の
欠
乏
と
、
政
府
に
よ
る

民
営
鉄
道
を
禁
ず
る
方
針
と
に
災

い
さ
れ
、
遅
々
と
し
て
進
展
を
み
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
当
面
在
来
の
交
通

・
運
輸
手
段
に
依
存
す
る
必
要
性
か
ら
、
河
川

舟
運
な
ど
内
陸
水
運
と
、
こ
れ
を
河
口
港
で
結
ぶ
沿
岸
海
運
と
が
重
視
さ
れ
る
こ

と
と
な

っ
た
。
(拙
稿

「殖
産
興
業
政
策
と
河
川
舟
運
」

社
会
経
済
史
学

第

48
巻
第
5
号
)

こ
の
河
川
舟
運
な
ど
内
陸
水
運
は
、
重
量
貨
物
を
大
量
に
輸
送
す
る
手
段
と
し

て
、
極
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
牛
馬
背
を
主
と
す
る
内
陸
運

輸
と
、
沿
岸
海
運
と
を
結
び
つ
け
、
全
国
的
運
輸
網
を
形
成
す
る
た
め
の
、
重
要

な
継
ぎ
手
で
あ

っ
た
。
そ
の
具
体
像
に
つ
い
言
え
ば
、

一
八
九
〇
年
前
後
、
日
本

国
内

(
北
海
道

・
沖
縄
を
除
く
)
で
の
河
川
航
路
延
長
は

一
万
粁
余
に
達
し
、
河

ヘ
ユ

　

舟
の
総
数
は
九
万
三
千
隻
余
、

一
八
〇
万
二
千
石
余
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
石
数

は
、

一
〇
石
11

門
ト
ン
と
す
る
と
、
約

一
八
万
ト
ン
余
と
な
る
が
、
国
有
鉄
道
の

貨
車

の
積
載
ト
ン
数
が

一
八
万
ト
ン
を
こ
え
る
の
は
、

一
九
〇
七
年
頃
で
あ
り
、

へ
　

　

開
業
粁
数
は

一
万
粁
を
こ
え
る
の
は
、
実
に

一
九

=
二
年
頃
で
あ
る
。
こ
の
数
値

を
み
る
と
、
当
時

い
か
に
河
川
舟
運
が
重
要
な
運
輸
手
段
で
あ

っ
た
か
理
解
で
き

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
河
川
舟
運
で
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
、
鉄
道
網
の
発
達
す
る
以
前
、
河

川
舟
運
を
重
視
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
近
代
化
に
と

っ
て
最
重
要
課
題
で
あ

っ
た

と
い
え
る
噂
そ
れ
故
、
河
川
舟
運
を
よ
り
効
率
化
す
る
た
め
、
河
川
改
修
と
運
河

開
削
と
が
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う

な
視
点
か
ら
運
河
開
削
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
技
術
面
で
の
検
討
を
加
え
、
そ
の

は
た
し
た
各
々
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
運
河
開
削
の
中
心
的
技
術
は
土
木
技
術
で
あ
る
が
、
河
川

土
木
技
術
は
河
州
改
修
等
治
水
技
術
と
し
て
発
達
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
す
で

　
ヨ

ソ

に
明
治
以
前
あ
る
水
準
に
達
し
て
い
た
と

い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
技
術
は
経
験

的
な
も
の
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
学
問
的
裏
付
け
に
乏
し
い
も
の
で
あ

っ
た

と
明
治
政
府
内
部
で
は
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
政
府
は
殖
産
興
業

政
策
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
土
木
工
学
の
研
究

・
教
育
の
た
め
、
グ
ラ
ス
ゴ
i
大
学

教
授
で
あ

っ
た
ラ
ン
キ
ン
の
助
力
を
得
て
、
大
学
南
校
と
工
部
大
学
校
に
土
木
学

(1)
鬼
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研

科

を
創

立

し

、

ダ

イ

ア

ー
を

一
八
七

三
年

に
迎

え

た

。

他

方

土
木

技

術

の
実

務

担

当

者

と

し

て

は

、

七

二
年

か

ら
七

三
年

に
か

け

て
、

河

川

・
港

湾

・
治

水

土

木

に

進

ん

だ

オ

ラ

ン
ダ

か

ら

、

ド

ー

ル

ン
を

は
じ

め

と

し

て
、

リ

ン
ド

ウ

、

チ

ッ
セ

ン
、

へ
る
　

ウ
イ
ル
等
を
雇
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
在
来
技
術
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
外
来
の
土

木
技
術
の
流
れ
が
、
以
後
の
日
本
に
お
け
る
土
木
技
術
の
中
心
と
な
る
。

い
ま
本
稿
の
対
象
と
す
る
運
河
開
削
に
つ
い
て
も
、
そ
の
技
術
の
面
に
つ
い
て

は
、
右
の
状
況
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
土
木
関
係
の

「御
雇
外
国
人
」
に
よ
っ
て
、
実
際
上
の
仕
事
が
始
ま
る

一
八
七
三
年
を

一
応
の

目
安
と
し
て
、
そ
れ
以
前
と
以
後
と

で
は
、
開
削
技
術
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
。

そ
し
て
、
外
来
技
術
に
大
幅
に
依
存
す
る
時
期
を
経
て
、
や
が
て
外
来
技
術
と
在

来
技
術
と
の
融
合
が
進
み
、
新
し
い
技
術
と
し
て
自
立
し
て
い
く
と
い
う
経
過
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
新
技
術
の
自
立
と

い
う
問
題
を
考
え
る
と
き
、
在
来
技
術
に
対
し
て
、
新

し
く
入
っ
て
来
る
外
来
の
技
術
は
、
導
入
に
あ
た

っ
て
ま
ず
ど
の
よ
う
な
問
題
を

起
こ
す
の
で
あ
ろ
う
か
、
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
様
々
な
摩
擦
が
生
ず
る
こ
と
は
、
日
常
的
に
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
技
術
と
は
、
そ
の
技
術
が
生
ま
れ
育

っ
た
環
境
か
ら
の
多
様
な
影

響
を
う
け
、
極
め
て
特
色
的
内
容
を
持

つ
、
個
性
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
原
因

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
異
な
る
環
境
に
導
入
さ
れ
た
時
、
そ
こ
で
の
空
間
的

・

地
理
的
諸
条
件
、
社
会
的

・
文
化
的
諸
条
件
の
差
異
に
対
し
、
摩
擦
を
生
ず
る
こ

と
に
な
る
と

い
え
る
。
よ
っ
て
新
た

に
導
入
さ
れ
た
技
術
は
、
新
た
な
諸
条
件

・

環
境
と
の
融
合
を
は
か
る

新
た
な
個
性
を
持
ち
、
そ
の
諸
条
件

・
環
境
の
中

に
あ

っ
て
も
、
そ
の
特
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
導
入

先
に
お
い
て
そ
の
改
善
が
は
た
さ
れ
た
時
、
は
じ
め
て
技
術
と
し
て
安
定
し
、
そ

の
地
に
あ

っ
て
普
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
技
術
導
入
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

の
で
き
る
者
は
、

新
し
い
技
術
と
と
も
に
入

っ
て
来
る
人
々
i

外
国
人
技
術
者
で
は
な
く
、
そ
こ

に
住
み
、
そ
こ
で
の
諸
条
件
を
熟
知
し
て
、
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
側
の
者
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
た
に
導
入
し
た
個
性
あ
る
技
術
を
、
そ
の
地
域
の
風
土

と
歴
史
に
あ
わ
せ
て
改
善
し
、
技
術
と
し
て
安
定
さ
せ
て
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
者
は
、
そ

の
技
術
を
最
も
必
要
と
す
る
、
そ
の
地
域
の
技
術
者
以
外
で
は

な
い
。
「お
雇
外
国
人
」
と
よ
ば
れ
た
人
々
は
、
こ
れ
ら
技
術
者
の
た
め
の
補
助

者
と
な
り
、
技
術
の
安
定

・
普
及
を
側
面
か
ら
援
助
す
る
も
の
の
地
位
を
得
、
そ

れ
以
上
で
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
に
新
技
術
の
自
立
が
は
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
土
木
技
術
の
場
合
か
な
り
顕
著
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
、
土
木
技
術
は
、

一
つ
一
つ
の
工
事
そ
れ
自
体
が

一
品
限
り
で
あ
り
、
個
性

的
で
あ
る
た
め
、

一
つ
の
工
事
で
成
功
し
た
技
術
が
、
他
に
そ
の
ま
ま
施
行
さ
れ

る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
新
技
術
の
自
立
を
前
提
に
工
事
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
、

一
つ
一
つ
の
工
事
技
術
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

技
術
自
立
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
外
来
技
術
導
入
以
前
の
在
来
技
術
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、

一
八
七
四
年

=

月
に
着
手
さ
れ
、
翌
七
五
年
六
月
開
通
す
る
、
蒲
原
新

　
　

　

水
道
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

蒲
原
新
水
道
の
開
削
と
技
術

1

開
削
の
意
図
と
経
緯

一
六
〇
七
年

(慶
長

一
二
)、
角
倉
了
意
に
よ
り
富
士
川
舟
運
が
開
か
れ
た
と

さ
れ
る
が
、
以
来
近
世
を
通
し
て
、
富
士
川
舟
運
は
甲
州
三
河
岸

(鰍
沢

・
青

柳

・
黒
沢
)
と
河
口
部
に
あ
る
岩
渕
と
を
結
ん
で
行
わ
れ
、
明
治
期
に
至

っ
た
。

こ
の
岩
渕
は
河
口
か
ら
約
五
粁
上
流
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
富
士
川
が
急
流
で
あ
り
、

土
砂
運
搬
量
が
多

い
た
め
、
河
口
附
近
ま
で
礫
河
原
を
作

っ
て
、
河
口
港
の
発
達

を
妨
げ
て
い
た
た
め
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
富
士
川
舟
運
を
沿
岸
海
運
に
結

ぶ
た
め
に
は
、
岩
渕

蒲
原
間
を
牛
馬
背
で
仲
継
し
、
蒲
原
-

清
水
間
を
小

(2)



明治期における運河開削と技術

廻
船
で
結
ぶ
必
要
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
富
士
川
舟
運
は
清
水
港
を
河

口
港
に
代
え
機
能
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
運
輸
方
法
は
、
積
替

の
労
苦
と
不
経
済
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

商
品
流
通
上
も
様
々
な
問
題
を
派
生
し
た
。
例
え
ば
内
陸
部
に
あ

っ
て
日
常
不
可

欠
の
食
塩
の
流
通
は
、
こ
れ
ら
仲
継
地
問
屋
の
特
権
に
は
ば
ま
れ
、
独
占
的
支
配

を
受
け
る
結
果
を
生
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
富
士
川
舟
運
を
清
水
港
に
直
結
し
た
い

と
い
う
願
望
が
、
上
流
部
の
人
々
に
も
た
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
特
権
の
維
持
を

主
張
す
る
岩
渕
な
ど
の
反
対
に
よ

っ
て
、
容
易
に
実
現
し
な
い
ま
ま
明
治
期
に
至

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ

っ
て
、
明
治
維
新
期
を
迎
え
る
と
内
陸

へ
の
食
塩

流
通
の
円
滑
化
を
は
か
る
動
き
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の

一
つ
は
、

甲
府
鎮
撫
府
と
そ
れ
に
続
く
甲
府
県
に
よ
る
入
塩
取
扱
所

・
入
塩
商
社
の
動
向
で

　
　

　

あ

っ
た
。
こ
れ
は
、

一
八
六
八
年

(
明
治
元
)

=

一月
か
ら
七
三
年
二
月
頃
ま
で

続
け
ら
れ
、
生
産
地
か
ら
の
直
買
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
特
権
的
商
人
の
独
占
に
打

撃
を
与
え
た
。
し
か
し
、
甲
府
県
の
内
部
事
情
に
よ
り
失
敗
に
帰
し
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
問
題
の
解
決
が
必
要
と
な

っ
て
ぎ
た
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
明
治
政
府

に
よ
る
全
国
的
運
輸
機
構
再
編
が
進
め
ら
れ
、
七
四
年
九
月

一
日
以
後
、
太
政
官

布
告
第
二
三
〇
号
を
も

っ
て
、
陸
運
元
会
社
に
合
併
す
る
な
ど
の
以
外
は
、
私
的

に
運
輸
営
業
が
不
可
能
に
な

っ
た
。

富
士
川
舟
運
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
七
三
年

一
〇
月

い
わ
ゆ
る

蒲
原
新
水
道
建
築
計
画
が
発
起
さ
れ
、
他
方
山
梨
県
の
勧
奨
に
よ
る
富
士
川
運
輸

へ
　

　

会
社
設
立
が
、
翌
七
四
年
九
月
頃
か
ら
具
体
化
し
た
。
こ
の
二
つ
の
計
画
は
、
山

梨
県
の
斡
旋
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
、
資
金
面
で
結
び
つ
け
ら
れ
、

一
つ
の
計
画
と

し
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
蒲
原
新
水
道
建
築
の
費
用
の
消

却
は
、
富
士
川
運
輸
会
社
が
輸
送
す

る
塩
荷
に
分
担
さ
せ
る
方
策
が
と
ら
れ
た
の

で
あ

っ
た
。

こ
の
両
者
が
合
意
に
達
し
た
建
築
費
年
間
消
却
費
五
〇
〇
〇
円
の
内
訳
け
は
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。
岩
渕
賄
分
八
〇
〇
円

・
蒲
原
-

岩
渕
間
駄
賃
分
二
四
〇
〇

円

・
岩
渕
塩
縊
立
減
目
分

一
六
二
〇
円

・
岩
渕
口
銭
不
用
分

一
四
四
円
都
合
四
九

六
四
円
が
、
そ
の
内
訳
け
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
詳
し
い
こ
と
は
省
く
が
、
こ
れ

ら
の
科
目
は
、

い
ず
れ
も
岩
渕
河
岸
問
屋
を
経
由
す
る
こ
と
で
必
要
と
さ
れ
て
い

る
諸
経
費
で
あ
る
。

つ
ま
り
蒲
原
と
富
士
川
と
が
、
開
削
さ
れ
た
水
路
に
よ

っ
て

直
結
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
不
必
要
と
な
る
諸
経
費
に
も

っ
て
開
削
費
を
支
弁
す

る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
蒲
原
新
水
道
建
築
は
、
塩
流
通
上
の
岩
渕
の
独

占
を
排
除
す
る
の
み
で
な
く
、
建
築
費
消
却
後
は
多
大
な
経
済
的
利
益
を
も
も
た

ら
す
、
画
期
的
意
義
を
も

つ
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
計
画
は
、
当
初
東
京
深
川
大

和
町
武
田
弘
造
が
中
心
と
な
り
、
七
三
年

一
〇
月
頃
か
ら
進
め
ら
れ
、
蒲
原
宿
な

ど
静
岡
県
関
係
者
に
は
か
り
、
翌
七
四
年
二
月
山
梨
県
側
と
協
議
し
て
具
体
化
し

た
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
中
静
岡

・
山
梨
県
に
出
願
し
た
が
、
願
意
不
充
分
の
た

め
、

一
一
月
再
出
願
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
静
岡

・
山
梨
県
合
同
で

=

一月
二

二
日
大
蔵
省
宛
認
可
伺
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
翌
七
五
年
三
月
二
日
内
務

卿
木
戸
孝
允
か
ら
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
上
申
さ
れ
、
三
月

一
四
日
許
可
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
か
ら
は

一
九
日
、
静
岡
県
か
ら
は
二
七
日
関
係

者
に
認
可
書
が
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
富
士
川
運
輸
会
社
設
立
に
つ
い
て
は
、

七
五
年

一
月
二
五
日
内
務
省
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
富
士
川
舟
運
は

新
し

い
時
期
を
迎
え
た
の
で
あ

っ
た
。

2

工
事
内
容

蒲
原
新
水
道
建
築
に
つ
い
て
の
政
府
認
可
は
、

一
八
七
五
年
三
月
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
着
工
は
、
同
年

=

一月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
認
可
後
四
月
か
ら
着

工
し
よ
う
と
し
た
が
、
す
で
に
水
田
耕
作
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
富
士
川
か
ら
の

灌
漑
に
影
響
が
予
測
さ
れ
た
た
め
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
水
田
で
の
取
入
れ

を
待

っ
て
、
用
地
取
得

・
水
路
掘
割
り
の
様
子
を
、
静
岡

・
山
梨
両
県
が
検
査
を

(3)
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申
請
し
、

=

一月
七
日
着
工
さ
れ
、
翌
七
六
年
九
丹
二
日
落
成
し
た
。
へ
　

ソ

こ
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
最
終
的
に
総
括
さ
れ
て
い
る
。

一

堤
延
長

一
四
七
九
間

馬
踏
六
尺

高
三
尺
七
寸

敷

一
丈
三
尺
一,一寸

一

川
長

一
七
九
三
問
三
尺

上
口
二
丈
五
尺
三
寸

床

一
丈
八
尺

深
三
尺

一

正
算
自
費

一
万
三

=
二
五
円
五
八
銭
二
厘

但
入
費
清
却
ノ
為
メ
明
治
八
年
ヨ
リ
四
ヶ
年
間
塩

一
俵
金
二
銭
六
毛
八
糸

収
領(目
論
見
金

臼
万
六
六
二
円

一
四
銭
三
厘
)

ヘ
ロ
ね

こ
の
工
事
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
以
下
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
工
事
は
初
番
か
ら
七
七
番
に
い
た
る
七
六
区
間
と
、
七
七
番
以
下
海
岸
ま

で
の
、一
区
間
、
及
び
船
溜
り
か
ら
南
に
直
接
海
岸
に
達
す
る
悪
水
払
堀
と
の
七
八

区
間
の
工
事
に
分
け
ら
れ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
各
区
間
に
つ
い
て

み
る
と
、
こ
の
工
事
は
、
大
別
し
て
ω
水
路
開
削
工
事
と
、
そ
の
ω
水
路
の
保
護

工
事
及
び
㈹
関
連
工
事
と
が
あ

っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
水
路
開
削
工
事
と

は
、
富
士
川
本
流
に
取
入
口
を
設
け
、
こ
こ
か
ら
船
溜
り
ま
で
と
、
船
溜
及
び
船

溜
か
ら
海
岸
ま
で
の
水
路
を
開
く
も
の
で
あ
る
。
水
路
保
護
工
事
と
は
、
取
入
口

か
ら
六

一
番
ま
で
の
区
間
と
、
船
溜
り
の
護
岸
及
び
富
士
川
本
流
に
対
す
る
取
入

口

(
一
番
樋
口
)

・
二
番
樋
口

・
三
番
樋
口
の
た
め
の
護
岸
工
事
で
あ
る
。
ま
た

関
連
工
事
と
は
、
水
路
開
削
に
よ
っ
て
横
断
さ
れ
た
道
路
の
た
め
の
架
橋
、
水
路

の
た
め
の
掛
渡
井
な
ど
で
あ
る
。
以
下
各
工
事
に
つ
い
て
順
を
お
っ
て
み
る
こ
と

と
す
る
。
ω

水
路
開
削
工
事

ハ
ほ

　

工
事
区
間
の
測
量
を
終
え
て
、
い
よ
い
よ
着
工
す
る
に
あ
た
り
、
工
事
見
積
り

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
水
路
部
分
は
大
略
三
方
法
に
よ

っ
て
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
第

一
は
、
既
存

の
水
路
を
拡
幅
し
て
利
用
す

る
方
法
で
あ
り
、
第
二
は
、
掘
割
り
に
よ

っ
て
水
路
を
新
設
す
る
方
法
、、
第
三

は
、
既
存
水
路
の
拡
幅
、
水
路
新
設
の
た
め
の
掘
割
り
の
際
取
除
い
た
土
砂
を
も

っ
て
、
堤
を
新
設
す
る
方
法
と
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
水
路
工
事
上
三
方
法
が
ど
ら
れ
た
理
由
は
、

一
部
既
存
の
水
路
を
利
用

(4)
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し
、
そ
れ
に
新
水
路
を
結
ぶ
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
を
具
体
的
に
み
る
と
次
の
よ
う

で
あ

っ
た
。
取
入
口
か
ら
三

一
番
ま
で
の
約
九
二
〇
問
の
区
画
は
既
存
の
用
水
路

を
拡
幅
し
て
利
用
し
、
三

一
番
か
ら
以
下
海
岸
に
い
た
る
部
分
は
新
水
路
が
設
け

ら
れ
た
が
、
新
水
路
部
分
で
は
高
位
部
は
掘
割
り
、
低
位
部
は
堤
を
築
く
方
法
が

と
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
既
存
の
水
路
利
用
と
、
新
水
路
開
削
に
お
け
る
地
形

上
の
高
低
が
、
こ
れ
ら
水
路
工
事
上
で
三
方
法
を
と
ら
せ
た
理
由
で
あ

っ
た
。

ま
ず
既
存
の
用
水
路
の
拡
幅
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
富
士
川
本
流
の
西

側
に
あ

っ
て
、
そ
の
氾
濫
原
に
開
か
れ
た
水
田
の
た
め
の
用
水
路
に
対
す
る
も
の

で
あ

っ
た
。
こ
の
用
水
路
は
、
富
士
川
本
流
か
ら
取
入
れ
た
用
水
を
、
富
士
川
の

内

・
本
堤
を
横
断
し
て
西
に
導
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
用
水
は
、
三

一
番
地
点
に

至
っ
て
、
桝
形
に
受
け
て
、
こ
こ
か
ら
分
水
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
本
来
の

用
水
路
と
い
う
用
途
か
ら
、
通
船
に
必
要
な
水
路
幅
に
満
た
な
か

っ
た
か
ら
、
通

船
路
と
し
て
利
用
す
る
桝
形
ま
で
の
区
間
は
拡
幅
を
必
要
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。

全
体
の
水
路
は
、
上
口
二
丈
五
尺
三
寸
床

一
丈
八
尺
深
さ
三
尺
を
も

っ
て
整
え

ら
れ
た
か
ら
、
そ
の
数
値
に
合
わ
せ
て
、
不
充
分
な
場
所
は
拡
幅
、
ま
た
は
掘
下

げ
を
行

っ
た
わ
け
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
値
は
あ
く
ま
で
も
平
均
値
で
あ

っ
た
か
ら
、
実
際
に
は
、
地
形
や
既
設
水
路
等

の
実
情
に
応
じ
て
工
事
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
四
番
か
ら
三

一
番
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
み
る
と
、
幅
は
六
尺
か
ら

一
丈
、
深
さ
は

一
尺
五
寸
か
ら
七
尺
ほ
ど
も
掘
広

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
既
存
の
用
水
路
利
用
に
続
く
部
分
は
、
掘
割
り
に
よ
る
水
路
新
設
部

分
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
①
富
士
川
堤
防
や
農
道
な
ど
の
水
路
が
横
断
す
る
部
分

と
、
②
平
地
部
分
及
び
船
溜
り
の
部

分
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
水
路

新
設
の
二
部
分
の
う
ち
、
①
の
富
士
川
堤
防
な
ど
の
部
分
は
、
平
地
部
分
に
相
当

な
盛
土
が
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
横
断
す
る
水
路
新
設
は
、
大
規

模
な
工
事
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
水
門
あ
る
い
は
伏
樋
や
掛
渡
井
あ
る
い
は
橋
な

ど
を
必
要
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
②

の
平
地
部
分
は
、
掘
割
り
の
み
で
充
分
な
部

分
と
、
低
地
の
た
め
掘
割
り
の
み
で
は
、
必
要
と
す
る
深
さ
を
確
保
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
囲
堤
な
ど
に
よ
り
、
堤
を
築
い
て
深
さ
を
確
保
し
た
部
分
と
に
分
か
れ

る
。
さ
ら
に
船
溜
り
の
部
分
は
、
水
路
の
終
末
に
近
い
位
置
に
設
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
形
状
は
東
西
に
長
い
長
方
形
で
あ
り
、
水
路
の

一
部
を
占
め
な
が
ら
も
、
他

の

一
般
水
路
と
は
異
な
る
施
工
が
な
さ
れ
た
。

第

一
の
富
士
川
堤
防
の
部
分
と
は
、
富
士
川
本
流
か
ら
の
取
水
口

(
一
番
～
二

番
)、
内
堤

(
四
番
～
六
番
)、
桝
形
本
堤

(=
二

番
～
三
四
番
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
堤
防
を
横
断
し
て
切
開
い
て
、
新
た
に
伏
樋
が
設
け
ら
れ

て
埋
戻
し
が
行
わ
れ
る
な
ど
さ
れ
た
、

一
番
樋

・
二
番
樋

・
三
番
樋
と
よ
ば
れ
た

部
分
で
あ
る
。
ま
た
農
道
を
横
断
す
る
部
分
と
は
、
作
場
道

(
四
四
番
～
四
五

番
)
と
よ
ば
れ
、
こ
こ
も
切
開
か
れ
て
、
水
路
上
に
土
橋
が
設
け
ら
れ
た
。
他
に

谷
津
沢

(
五
〇
番
～
五
二
番
)
と
、
山
居
沢

(
六
二
番
～
六
四
番
)
の
二
か
所
は

北
か
ら
海
岸
に
向
け
て
南
流
す
る
小
河
川
が
あ
る
た
め
、
水
路
が
こ
れ
を
横
断
す

る
こ
と
と
な
り
、
水
路
上
に
掛
渡
井
を
渡
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
流
を
直
交
さ
せ
る

方
法
が
と
ら
れ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
既
存
の
用
水
路
利
用
部
分
は
、
三

一
番
地
点
に
あ
る
桝
形

と
よ
ば
れ
る
分
水
場
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
の
旧
用
水
路
は
、
後
に
二
番
樋
と
よ
ば

れ
た
地
点
か
ら
、
富
士
川
の
流
路
に
向
け
、
河
川
敷
に
掘
ら
れ
た
水
路
に
よ
っ
て

取
水
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
富
士
川
本
流
の
流
路
の
変
化
に
対
応
し
て
、
こ
の

水
路
も
ま
た
適
宜
に
動
か
し
、
用
水
を
確
保
す
る
と

い
う
性
格
の
も
の
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
水
路
が
、
水
田
用
水
の
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
利
用
さ
れ
る
期
間
も
、
年
間
晩
春
か
ら
初
秋
に
か
け
て
半
年
ほ
ど
で
あ
る
こ

と
か
ら
し
て
も
、
水
田
耕
作
に
と

っ
て
は
こ
れ
で
充
分
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
通

船
路
と
し
て
年
間
安
定
し
た
水
量
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
流
量
の
多

い
河
心
部

か
ら
の
導
水
が
当
然
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
こ
で
の
水
路
を
よ
り

一
層

河
心

へ
の
ば
し

一
番
樋
と
そ
れ
を
保
護
す
る
堤
防
の
新
設
が
必
要
と
な
り
、
二
番

樋
も
拡
幅
と
内
堤
補
強
の
た
め
の
改
築
工
事
が
、
ま
た
三
番
樋
も
、
樋
を
新
築
し

、

(6)
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て
本
堤
補
強
す
る
た
め
の
改
築
工
事

が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
な
っ
た
。

一
・
二
番
樋
は
、
縦
横
各
八
尺
×
長
さ
四
八
尺
の
直
方
体
の
も
の
で
あ

っ
た
が
、

三
番
樋
は
縦
八
尺
×
横

=
ハ
尺
×
長
さ
三
六
尺
と
な

っ
て
お
り
、
横
幅
が

一
・
二

番
樋
に
比
較
し
て
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
形
式
的
に
は
樋
と
は
よ
び
な
が
ら

　
の
ね

も
、
上
流
側
の
流
入
口
に
は
戸
板
が
備
え
ら
れ
た
水
門
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
構

造
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
上
部
は
石
や
土
で
覆
わ
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
通
船
路
全
域
が
上
部

は
開
か
れ
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
こ
の

各
水
門
部
分
の
み
は
、
上
部
は
閉
じ
ら
れ
て
ト
ン
ネ
ル
状
に
な

っ
て
い
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
状
と
な

っ
た
水
門

は
、
い
ず
れ
も
上
下
と
も
板
で
囲
わ
れ
た
が
、

両
壁
は

一
・
二
番
樋
は
石
積
み
で
作
ら
れ
て
お
り
、
三
番
樋
の
み
が
上
下

・
両
側

と
も
に
板
囲

い
と
な

っ
て
い
た
。
そ
し

て
、

一
・
二
番
樋
に
あ
っ
て
は
、
出
入
口

は
両
端
と
も
開
口
部
の
周
囲
は
石
垣
を
も

っ
て
築
か
れ
て
お
り
、
下
部
も
水
中
に

扇
状
の
敷
石
を
も

っ
て
保
護
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
板
で
作

っ
た
三
番

樋
よ
り
も

一
層
と
強
固
な
構
造
と
な

っ
て
い
た
。
ま
っ
た
く
同

一
の
規
格
と
構
造

を
も

っ
て
作
ら
れ
た

一
・
二
番
樋
の
場
合
、
い
ず
れ
も
両
壁
と
入
口
の
石
垣
に
は

一
尺
×

一
尺
×
二
尺
の
石
材
が
坪
三
六
本
の
割
合
で
用
い
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
計

一
一
八
五
本
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
入
口
の
水
中
に
敷
か
れ
た
敷
石
と
し
て
は
、

二
尺
×

一
尺
×
○

・
八
尺
の
石
材
が
、
坪

一
二
本
の
割
合
で
扇
状
に
敷
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
入
口
の
両
端
に

=
二
〇
本
使
用
さ
れ
た
。

と
も
あ
れ
、
富
士
川
入
口
か
ら

一
番
樋
で
導
か
れ
た
水
は
、
船
溜
り
に
達
し
、

そ
こ
か
ら
二
本
の
排
水
路
-

悪
水
吐

に
よ
っ
て
海
に
注
ぐ
こ
と
と
な
る
が
、
こ

の
う
ち
、

一
番
樋
か
ら
船
溜
り
ま
で
が
通
船
路
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
間
の

開
削
を
順
を
追

っ
て
さ
ら
に
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
富
士
川
河
中
左
岸
寄
り
に
作
ら
れ
た
長
さ
五
〇
問
の
砂
利
積
み
の
堤
防
の

中
央
に
、

一
番
樋
が
直
交
し
て
埋
め
こ
め
ら
れ
る
。
こ
の
堤
防
の
構
造
等
に
つ
い

て
は
、
次
節
水
路
保
護
工
事
に
つ
い
て
述
べ
る
折
に
ふ
れ
る
が
、
こ
の
約
五
〇
間

は
、
本
流
側
を
中
枠
と
石
積
み
に
よ
り
保
護
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
か
ら
二

番
樋
ま
で
は
平
均
幅
六
尺
、
深
さ
四
尺
の
掘
広
げ
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
従

来
の
用
水
取
水
の
た
め
の
簡
単
な
水
路
が
、
事
実
上
の
取
水
口
で
あ
る
後
の
二
番

樋
口
ま
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
番
樋
の
部
分
は
、
富
士
川
内
堤
に
あ

っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
従
来

の
樋
に
代
え
て
新
し

い
樋
が
作
ら
れ
埋
込
ま
れ
た
。
こ
こ
か
ら
三

一
番
の
三
番
樋

の
埋
込
ま
れ
る
所
ま
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
幅
六
尺
か
ら

一
〇
尺
、
深
さ

一
・

五
尺
か
ら
七
尺
ほ
ど
に
掘
広
げ
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
や
は
り
従
来
の
水
路

が
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
三
番
樋
以
後
は
ま

っ
た
く
新
し
く
開
削
が
進
め
ら
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
掘
割
り
の
み
の
部
分
、
②
掘
割
り
と

囲
堤
等
と
の
併
用
の
部
分
、
③
囲
堤
の
み
の
部
分
、
④
囲
堤
と
高
台
を
併
用
し
た

部
分
と
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
各
部
分
に

つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
掘
割
り
の
み
の
部
分
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
掘
割
る
だ
け
で
六
尺
以
上
の
深
さ
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
深
さ
三
尺
の

通
水
を
行

っ
て
も
、
な
お
溢
水
の
恐
れ
の
な
い
だ
け
の
深
さ
が
得
ら
れ
る
部
分
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
富
士
川
内
堤

(四
番
～
六
番
)
な
ど
の
他
、

作
場
道

(
四
四
番
～
四
五
番
)
や
、
谷
津
沢

(五
〇
番
～
五
二
番
)

・
山
居
沢

(六
二
番
～
六
四
番
)
な
ど
、
道
路
や
小
河
川
護
岸
の
た
め
の
堤
防
な
ど
の
よ
う

盛
土
の
施
こ
さ
れ
た
部
分
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、
水
路
の
末
端
部
分
に
設
け

ら
れ
た
船
溜
り
は
掘
割
り
と
し
て
造
成
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
の
悪
水
吐
と
よ
ば
れ
る

二
本
の
排
水
路
も
ま
た
掘
割
り
で
作
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
流
末
に
近
く
、
容
易
に

深
度
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
掘
割
り
と
囲
堤
等
と
の
併
用
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
作
場
道

か
ら
谷
津
沢
に
か
け
て
の
部
分

(
四
五
番
～
五
〇
番
)
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
接

続
す
る
桝
形
か
ら
作
場
道
の
部
分

(
三
五
番
～
四
四
番
)
に
か
け
て
は
、
左
岸
の

み
に
囲
堤
を
施
工
し
て
お
り
、
そ
れ
は
作
場
道
以
下
谷
津
沢
の
部
分
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
作
場
道
以
下
に
あ

っ
て
は
、
そ
れ
以
前
の
部
分
の
よ
う
に
、

右
岸
か
ら
左
岸
に
傾
斜
し
て
い
な
が
ら
も
、
水
路
予
定
部
分
が
下
流
方
向
に
平
坦

(7)
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で
あ

っ
た
の
と
は
異
な
り
、
下
流
方
向
に
起
伏
し
て
い
る
た
め
、
高
所
は
掘
割
り
、

低
所
は
水
路
床
に
盛
土
し
て
築
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
左
岸
の

周
囲
と
こ
う
し
た
掘
割
り
、
築
立
て
が
併
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
右

岸
か
ら
左
岸
に
傾
斜
し
て
い
る
桝
形
か
ら
谷
津
沢
の
部
分

(三
五
番
～
五
〇
番
)

で
は
、
右
岸
が
高
く
、
左
岸
が
低
い
こ
と
か
ら
、
左
岸
の
み
に
囲
堤

(
平
均
高
さ

六
尺
×
馬
踏
六
尺
×
敷

一
八
尺
)
を
設
け
れ
ば
、
水
路
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
作
場
道
か
ら
下
流
は
、
囲
堤
を
設
け
る
に
あ
た
り
、
起
伏
が
あ
る
こ
と

か
ら
掘
割
り
や
水
路
床
の
盛
土
築
立

て
を
必
要
と
し
た
か
ら
、
こ
の
部
分
が
、
囲

堤
と
掘
割
り
等

の
併
用
部
分
と
な
り

、
そ
σ
上
流
部
桝
形
ま
で
の
問
が
、
囲
堤
の

み
の
部
分
に
あ
た
る
。

6

次
の
囲
堤
と
高
台

(江
台
)
を
併
用
し
た
部
分
は
、
谷
津
沢
の
西
か
ら
山
居
沢

東
に
か
け
て
の
部
分

(五
三
番
～
六

一
番
)
,で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
そ
の
上

流
部
と
異
り
、
囲
堤
は
そ
の
両
岸
に
施
工
さ
れ
、
左
岸
は
高
台
を
築
立
て
た
上
に

囲
堤
を
重
ね
て
い
る
構
造
と
な

っ
て

い
る
。
こ
の
高
台
は
五
三
番
下
か
ら
六

一
番

の
左
岸
に
、
高
さ
二
・三
五
尺
～
五
・
六
五
尺
×
中
馬
踏
五
四
尺
×
敷
五
五
尺
～
六

七
尺
の
台
状
に
築
か
れ
、
そ
の
下
部
三
分
の

一
は
置
土
台
で
上
部
は
砂
利
で
あ

っ

た
。
こ
の
上
に
左
岸
は
囲
堤
が
重
ね

て
築
か
れ
、
右
岸
に
は
囲
堤
の
み
が
築
か
れ

た
が
、
囲
堤
は
左
右
共
に
上
流
と
同
様
で
あ
り
、
と
も
に
平
均
高
さ
六
尺
×
馬
踏かさ

六
尺

×
敷

一
八
尺
で
あ

っ
た
。
そ
し

て
高
台
の
目
的
は
低
い
左
岸
側
の
囲
堤
の
嵩

　
ぬ
　

上
げ
を
目
的
と
し
た
も
の
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

へあ

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
開
削
さ
れ
た
水
路
は
や
が
て
船
溜
り
に
達
す
る
。
こ
の
船

溜
り
は
、
掘
割
り
で
造
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
縦
約

一
〇
〇
問
×

横
三
〇
間
×
深
さ

一
間
の
長
方
形
で
、
面
積
は
三
千
坪
強
で
あ

っ
た
。
こ
こ
か
ら

は
直
接
海
岸
に
排
水
す
る
た
め
の
三
〇
間
の
悪
水
吐

(上
口
四
間
×
敷
二
間
×
深

五
尺
)
が
あ
り
、
七
四
番
か
ら
七
七
番
の

=
二
五
間
の
排
水
路

(上
口
四
間
～
三

間
×
敷
二
間
×
深
六
尺
～
二
・
五
尺
)
が
あ
っ
た
が
、
と
も
に
掘
割
り
に
よ
っ
て

設
け
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う

に
し
て
造
成
さ
れ
た
水
路
に
は
、
様
々
な
保

護
工
事
が
施
さ
れ
た
が
次
に
そ
れ
を
み
よ
う
。

図

水
路
保
護
工
事

水
路
保
護
工
事
は
、
二
つ
の
部
分
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
富

士
川
本
堤
部
ま
で
と
、
富
士
川
本
堤
か
ら
西
の
部
分
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
富
士
川

の
取
入
口
か
ら
三
番
樋
の
埋
込
ま
れ
た
桝
形
の
地
点
を
も

っ
て
二
分
さ
れ
る
わ
け

で
、
三
番
樋
ま
で
は
、
富
士
川
河
川
敷
内
に
水
路
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

当
然
富
士
川
本
流
の
氾
濫
を
考
慮
し
て
、
水
路
保
護
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
点
は
、

一
番
か
ら
三
番
ま
で
の
三
本
の
樋
は
い
ず
れ
も
堤

防
に
直
角
に
埋
込
ま
れ
、
水
門
を
備
え
て
富
士
川
本
流
の
氾
濫
の
際
の
水
防
の
役

割
り
を
負

っ
て
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
富
士
川
の
河
川
敷
の

外

(本
堤
外
)
と
な
る
三
番
樋
以
下
は
、
水
路
そ
れ
自
体
の
保
護
の
み
を
考
慮
す

れ
ば
よ
い
こ
と
と
な
り
、
こ
の
点
で
先
述
の
よ
う
に
水
路
保
護
の
あ
り
方
は
、
二

分
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
ず
河
心
に
最
も
近
く
設
け
ら
れ
た

一
番
樋
を
み
る
と
、
こ
れ
が
最
も
強
固
な

構
造
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
は
、・
一
番
樋
を
中
央
に
埋
込
む
形

で
、
五
〇
間
に
わ
た
り
高
さ
三
間
×
馬
踏
二
間
×
敷
八
間
の
堤
防
を
築
き
、
更
に

河
心
側
に
強
固
の
保
護
工
事
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
中
枠
と
よ
ぶ
長
さ

一

一
尺
×
横
八
・四
尺
×
高
さ
四
・
五
尺
の
天
井
の
開
い
た
木
枠
を
、
丸
太
九
〇
本
と

縄

一
二
房
を
も

っ
て
組
立
て
、
二
五
組
作
る
。
そ
れ
を
河
心
の
流
れ
に
沿

っ
て
、

中
央
取
入
口
部
分
三
間
を
残
し
、
上
流
部
か
ら
下
流
部
に
か
け
て
三
尺
の
間
隔
を

お
い
て
並
列
す
る
。
こ
の
中
枠
は
も
と
よ
り
、
そ
の
三
尺
の
間
隔
も
、
ま
た
中
枠

と
堤
防
間
の
三
尺
の
隙
間
も
、
す
べ
て
石
を
詰
め
て
固
定
さ
せ
る
。
そ
の
上
、
川

表

(
河
心
側
)
の
中
枠
の
根
固
め
と
し
て
、
中
枠
前
部
に
は
、
割
竹
を
編
ん
で
作

っ
た
直
径

一
尺
五
寸

×
長
さ
五
問
の
蛇
籠
に
石
を
詰
め
た
も
の
を
根
籠
と
称
し
て

三
重
二
列
、
計
六
本
を
上
流
部
堤
防
先
端
部
五
間
を
囲
っ
て
、
都
合
五
三
間

(取

入
口
三
問
を
除
く
)
に
わ
た
り
並

べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
様
の
蛇
籠
は
中
枠
の

上
に
も
腰
籠
と
称
し
て
三
重

一
列
に
並

べ
て
水
防
を
強
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(g)
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も
ち
ろ
ん
、
川
裏
に
つ
い
て
も
同
様
の
蛇
籠
を
根
籠
と
し
て
二
重

一
列
並

べ
て
い

る
が
、
川
表
の
強
固
さ
に
比
較
す
る
と
、
は
る
か
に
簡
素
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

に
加
え
て
、
川
表
で
は
腰
籠
上
二
列

・
堤
上
七
列
、
川
裏
で
は
根
籠
上
九
列

・
堤

そ

だ

上
七
列
の
麁
朶
の
植
付
け
を
行
っ
て
、
砂
利
や
石
塊
の
崩
落
を
防
ぐ
処
置
が
と
ら

れ
た
。
こ
の
麁
朶
は
、二

般
に
は
筋
麁

朶
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
柳
、

宇
津
木
な
ど
発
根
し
や
す
い
樹
木

の
小
枝
を
、
四
尺
打
違

い
に
し
て
五
尺
縄
で
二

重
じ
め
し
て

一
束
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
河
心
近
く
に

作
ら
れ
た

一
番
樋
は
、
水
流
の
直
接
あ
た
る
川
表
は
中
枠
と
蛇
籠
を
中
心
に
、
堤

上
と
川
裏
は
麁
朶
、
川
裏
は
さ
ら
に
蛇
籠
の
力
を
も

っ
て
強
化
さ
れ
、
取
入
口
を

保
護
す
る
た
め
の
工
事
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
番
樋
に
対
し
て
、
二

・
三
番
樋
の
場
合
は
、
従
来
か
ら
の
内

・
本
堤
に
設
け

ら
れ
て
い
た
水
路
を
掘
広
げ
て
樋
も
堤
防
も
改
築
し
、
堤
防
の
強
化
も
は
か
っ
た
。

ま
ず
二
番
樋
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
旧

一
番
樋
と
し
て
用
水
取
入
口
で
あ

っ
た
も

の
を
、
・新

一
番
樋
と
同
仕
様
に
改
築
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
樋
も
水

路
も
従
来
の
も
の
よ
り
規
模
が
大
き
く
な

っ
た
の
に
と
も
な
い
、
従
来
の
堤
防
を

埋
戻
し
に
よ

っ
て
復
元
し
た
上
で
、
水
路
を
中
心
と
し
て
さ
ら
に

一
〇
〇
問
に
わ

た
り
旧
堤
防
川
表
に
根
籠
と
し
て
蛇
籠
を
二
重

一
列
に
並

べ
水
防
を
強
化
し
、
そ

の
上
に
上
置
を
し
て
、
川
裏
に
は
そ
の
下
側
に
腹
付
け
を
行

っ
て
、
厳
重
に
補
強

し
て
い
る
。
そ
の
上
置
と
腹
付
は
、
堤
防
の
幅
が
七
間
の
と
こ
ろ
へ
縦
横
各
八
尺

×
長
さ
八
間
の
樋
を
埋
込
む
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
堤
防
の
両
側
に
樋
が
突
出
す
こ

と
と
な
り
、
こ
の
点
か
ら
も
こ
れ
を
埋
込
む
必
要
か
ら
、
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
樋
を
中
心
と
し
て

一
〇
〇
間
に
わ
た
る
施
工

に
よ
っ
て
、
従
来
の
堤
防
に
上
置

・
腹
付
を
無
理
な
く
な
じ
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
二
番
樋
の
上
置
部
分
は
川
表

・
川
裏
と
も
に
各
五
列

一
〇
〇
間
、
ま
た
川

表
の
樋
入
口
の
土
抱
板
の
上
に
も
麁
朶
が
植
付
さ
れ
た
が
、
川
裏
の
堤
防
の
下
築

と
し
て
腹
付
さ
れ
た
部
分
も

一
〇
列
の
麁
朶
が
樋
口
三
間
を
除

い
た
九
七
間
に
植

付
け
ら
れ
て
、
砂
利
の
崩
落
を
防
い
だ
。
こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
二
番
樋
の
埋
込

ま
れ
た
内
堤
も
ま
た
富
士
川
氾
濫
に
備
え
て
、
樋
口
を
中
心
に
強
化
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

次
に
三
番
樋
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
堤
防
は
河
心
か
ら
最
も
遠
く
、
ま
た

二
番
樋

の
内
堤
に
比
較
す
る
と
規
模
は
約
三
倍

の
大
き
さ
を
持
ち
、

一
段
と
強
固

な
堤
防
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
馬
踏
は
内
堤
は
九
尺
で
あ
る
が
本
堤
で
は
二
七
尺
、

敷
も
四
二
尺
が

=

。一三
尺
も
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
に
長
さ
六
間
×
高
さ

八
尺
×
幅

一
六
尺
の
樋
を
埋
込
む
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
堤
防
か
ら
埋
込

む
樋
が
突
出
し
て
し
ま

っ
た
二
番
樋
と
は
逆
に
、
三
番
樋
は
堤
防
の
敷
よ
り
も
八

七
尺

(
一
四

・
五
間
)
も
短
い
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
の
埋
戻
し
に
つ
い
て
み
る

と
、
完
全
な
形
で
は
行
わ
れ
ず
、
樋
の
埋
込
ま
れ
る
六
間
の
部
分
の
み
が
築
立
て

ら
れ
、
前
後
八
七
尺
の
部
分
は
敷
幅
二
二
尺
×
上
口
五
四
尺
の
逆
台
形
の
開
口
部

と
し
て
残
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

一
番
樋

・
二
番
樋
を
埋

込
ん
だ
堤
防
に
比
較
し
て
、
富
士
川
氾
濫
か
ら
水
路
を
守
る
と
い
う
点
で
、
そ
れ

に
逆
行
す
る
施
工
と

い
え
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
こ
が
河
心
よ
り
最

も
遠
く
一
堤
防
と
し
て
も
規
模
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
処
置
で
も
水
防

上
は
充
分
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
埋
戻
し
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
砂
利
の
崩
落
を
防
ぐ
た
め
に
樋
口
上
に
川
表

・
川
裏
と
も
四
列

の
麁
朶
が
植
付
け
ら
れ
た
。

以
上
、
富
士
川
本
流
の
水
防
に
関
係
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樋
の
埋
込
ま
れ
た
堤

防
に
つ
い
て
、
水
路
保
護
工
事
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
み
た
の
で
あ
る

が
、
次
に
水
路
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
番
樋
か
ら
二
番
樋
に
か
け
て
の
堀
広
げ
ら
れ
た
水
路
の
部
分
は
、
両
岸
に
蛇

籠
を
二
重

一
列
に
並

べ
、
水
路
の
強
化
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
従
来
の
取

入
口
で
あ

っ
た
二
番
樋
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
河
川
敷
に
開

削
さ
れ
た
水
路
で
あ
る
か
ら
、
増
水
時
に
は
富
士
川
本
流
の
水
流
に
洗
わ
れ
る
場

所
柄
で
あ
り
、
そ
の
た
め
蛇
籠
に
よ
る
水
路
の
強
化
保
護
が
最
も
適
切
で
あ
っ
た

(9)
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研

だ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
、こ
れ
に
対
し
て
、
二
番
樋
か
ち
三
番
樋
に
か

け
て
は
、
従
来
の
水
路
を
拡
幅
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
増
水
時
の
影
響
も
比
較
的

少
く
、
す
で
に
水
路
と
し
て
も
安
定
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
特
別
な
保
護
工
事

を
必
要
と
し
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
番
樋
以
下
の
新
水
路
で
は
、

囲
堤
の
築
堤
部
分
の
保
護
工
事
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

く
い
し
が
ら
み

ほ
ぼ
三
五
番
か
ら
六

一
番
に
わ
た
る
囲
堤
の
築
堤
部
分
の
保
護
は
、
杭

篇

と

麁
朶
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
囲
堤
に
よ
る
築
堤
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
三

五
番
よ
り
四
四
番
ま
で
二
一二
四
間
と
、
四
五
番
目
よ
り
五
〇
番
ま
で
二
二
一二
間
と

の
各
片
側
と
、
五
三
番
よ
り
六

一
番
ま
で
三
〇
三

・
五
問
の
両
側
、
都
合

一
〇
六

四
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
杭
箒
は
延

一
〇
六
四
間
の
川
表

・

川
裏
に
施
行
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
杭
篇
は
、
囲
堤

(
馬
踏
六
尺
×
高
六
尺

×
敷

一
八
尺
〉
の
底
部
両
端
に
沿

っ
て
杭
を
列
状
に
打
並
べ
、
杭
間
を
鎖
竹
と
唐

竹
を
も

っ
て
編
み
、
そ
れ
と
堤
の
間
を
砂
利
で
埋
め
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
水
流
や
降
水
が
築
堤
の
斜
面
を
崩
す
こ
と
を
防
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

箒

の
上
部
は
麁
朶
を
植
付
け
て
、

一
層
保
護
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
こ
の
場
合
杭
栴
は
川
表
四
尺

・
川
裏
二
尺
の
高
さ
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
そ

れ
ぞ
れ

一
〇
尺
と
五
尺
の
丸
太
が
、

一
間
に
二
本
の
割
合
で
打
た
れ
、
二
本
目
ご

と
に
控
柱
が
添
え
ら
れ
、
篇
の
前
傾
を
防
い
で
い
る
。
た
だ
し
、
高
台
が
あ
る
場

へ
お
　

合
川
表
も
川
裏
も
高
台
の
両
端
に
杭
が
打
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
篇
と
堤
の

間
に
埋
め
ら
れ
る
砂
利
は
、
堤
の
斜
面
に
添

っ
て
三
角
形
に
な
る
か
ら
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
次
第
に
し
ま
り
、
築
堤
の
下
部
を

一
層
強
化
し
て
い
っ
た
が
、
こ

の
砂
利
に
は
立
麁
朶
が
入
れ
ら
れ
、
発
根
の
効
果
も
意
図
さ
れ
て
い
た
。

水
路
と
は
言
い
得
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
船
溜
り
に
つ
い
て
も
、
杭
笛
に
よ

る
土
砂
崩
落
防
止
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
船
溜
り
も
先
述
の
よ
う
に
掘
割

-

り
で
あ
っ
た
か
ら
、
四
壁
保
護

の
必
要
が
あ
り
杭
籠
が
四
周
に
施
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
深
さ
六
尺
×
横

一
〇
〇
間
×
縦
三
〇
間
都
合
四
周
二
六
〇
問
に
わ
た
り
、
・ま

ず
八
尺
の
杭
を

一
問
に
三
本
の
割
合

で
打
ち
こ
み
、
三
尺
の
高
さ
と
す
る
。
そ
れ

に
三
問
に

一
本
の
控
杭
が
添
え
ら
れ
て
補
強
さ
れ
、
杭
間
は
葉
唐
竹
と
鎖
竹
を
も

っ
て
編
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
囲
堤
の
場
合
と
異
り
、
杭
列
の
内
側
を
砂
利

で
固
め
る
な
ど
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
流
水
が
直
接
堤
壁

ヘ
リ

ソ

を
洗
う
こ
と
の
な
い
船
溜
り
で
は
、
必
要
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

水
路
の
最
末
端
と
な
る
船
溜
り
か
ら
の

一
本
の
排
水
路

(悪
水
吐
)
の
海

へ
の

開
口
部
は
、
海
浪
に
洗
わ
れ
る
た
め
掘
割
り
の
後
樋
が
埋
込
ま
れ
た
が
、
こ
れ
も

ま
た
排
水
口
を
保
護
す
る
た
め
の
工
事
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
の
よ
う
に
、

船
溜
り
か
ら
の
排
水
路
は
、

一
本
は
船
溜
り
西
南
隅
か
ら
西
南

へ
=
二
〇
間
ほ
ど

の
も
の
と
、
他
は
船
溜
り
か
ら
直
接
南

へ
三
〇
問
、
浪
除
堤
を
潜

っ
て
い
る
も
の

と
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
う
ち
前
者
は
従
来
の
小
河
川
に
流
入
さ
せ
て
海
に
注
い
だ

樋
、
後
者
は
直
接
海
に
注

い
だ
。
よ
っ
て
後
者
の
場
合
、
こ
の
浪
除
堤
を
掘
割

っ

て
樋
を
埋
込
み
、
そ
の
上
で
堤
に
上
置
を
し
て
浪
除
堤
の
補
強
を
行

っ
た
。
こ
の

際
埋
込
ん
だ
樋
は
深
さ
四
尺
×
横
九
尺
×
長
さ
四
間
の
も
の
で
、
前
後
に
戸
板
を

持
ち
、
流
水
量
と
潮
の
干
満
に
対
し
て
調
節
で
き
る
構
造
と
な

っ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
富
士
川
本
流
か
ら
水
路
に
入
っ
た
水
は
、
主
と
し
て
船
溜
り
に
達
し
、

七
七
番

へ
の
悪
水
吐
か
ら
小
河
川
を
経
て
海
に
注
が
れ
る
が
、
船
溜
り
か
ら
直
接

海

へ
の
も
う

一
本
の
悪
水
吐
の
樋
に
よ
っ
て
水
量
を
調
節
す
る
わ
け
で
あ
り
、
こ

の
樋

は
、
富
士
川
本
流
取
入
口

一
番
樋
か
ら
三
番
樋
ま
で
が
、
同
様
に
戸
板
を
も

っ
て
流
入
量
を
調
節
す
る
の
に
対
応
し
た
、
排
水
調
整
の
役
割
を
負

っ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
全
水
路
の
保
護
を
担

っ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

樹

水
路
関
連
工
事

す
で
に
水
路
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
工
事
の
様
子
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

工
事
は
、

一
部
従
来
の
水
路
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
関
し
て
は

拡
幅
が
行
わ
れ
た
の
み
で
あ

っ
た
。
し
か
し
桝
形
以
西
に
つ
い
て
は
全
く
新
水
路

を
開
削
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
様
々
な
問
題
が
起
き
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
で

き
る
。
特
に
こ
の
地
域
は
北
側
に
由
地
が
あ
り
、
南
に
向

っ
て
傾
斜
す
る
地
形
で

あ
る
上
、
東
海
道
が
こ
の
山
脚
の
部
分
を
東
西
に
通
り
、
そ
れ
に
沿

っ
て
蒲
原
宿

(to>
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が
街
村
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
東
海
道
以
南
の
海
岸
線
ま
で
の
問
が
耕

地
と
な
り
、
山
か
ら
の
沢
水
が
水
田
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
地
域
の
北
側
寄

り
を
新
水
道
の
水
路
が
横
断
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
水
田
へ
の
用
水
と
な
る
沢
水

と
道
路
と
が
、
各
所
で
新
水
道

の
水
路
の
た
め
切
断
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ

の
手
当
と
し
て
、
沢
水
を
通
す
た
め
の
樋
と
、
道
路
を
結
ぶ
土
橋
と
が
水
路
上
に

架
さ
れ
、
水
路
関
連
工
事
と
し
て
施
行
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

山
地
か
ら
の
水
は
、
谷
津
沢
と
山
居
沢
の
二
か
所
で
水
路
と
直
交
す
る
こ
と
と

な

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
土
砂
の
流
出
が
多
く
、
天
井
川
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
先
述
の
よ
う
に
水
路
は
こ
の
部
分
で
は
掘
割

っ
て
通
る
こ
と
と
な
り
、

沢
水
の
通
る
下
を
水
路
が
直
交
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
沢
水
は
、
谷

津
沢
、
山
居
沢
と
も
に
掛
渡
井

(掛
樋

)
を
も

っ
て
、
水
路
上
を
渡
す
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
掛
渡
井
は
長
さ
八
間
×
幅

四
尺
×
深
さ
二
尺
の
上
部
を
開
放
し
た
形

で
あ

っ
た
。

一
方
土
橋
は
、
長
さ
六
間
×
幅
六
尺

の
も
の
が
八
か
所
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
場
所
の
わ
か
る
も
の
は
中
之
郷

こ
か
所
の
他
桝
形
向

・
硯
水
下

・
不
動
沢

通
道

・
山
居
沢
東
作
道
の
六
か
所
で
あ
る
。
こ
の
土
橋
の
構
造
は
、
両
側
に
二
本

、

計
四
本
の
橋
脚
に
丸
太
を
渡
し
、
そ
の
上
に
敷
丸
太
を
横
に
な
ら
べ
、
そ
の
上
に

麁
朶
を
敷
い
て
土
を
盛

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
構
造
的
に
み
る
な
ら
ば

極
め
て
単
純
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
日
本
に
あ

っ
て
は
ほ
と
ん
ど
車
輌
の
発
達
を

み
る
こ
と
な
く
、
せ
い
ぜ
い
大
八
車
程
度
の
通
行
と
予
測
す
れ
ば
よ
か

っ
た
か
ら
、

こ
れ
で
充
分
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

二

在
来
技
術
の
系
譜

外
来
技
術
受
容
の
基
盤
と
し
て
、
外

来
技
術
を
導
入
す
る
以
前
に
在
来
技
術
が

ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
ち
、
ど
の
よ
う

な
水
準
に
達
し
て
い
た
か
、
蒲
原
新
水
道

を
例
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
な
ら
ば

こ
う
し
た

一
定
水
準
に
達
し
た
在
来
技
術

は
、

い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
完
成
し
、
普
及
す
る
に
い
た

っ
た
か
、
さ
ら
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
研
究
は
必
ず
し
も
充
分
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
。
中
で
も
運
河
開
削
の
技
術
に
関
す
る
も
の
は
、
極
め
て
少
な
い
と
い

(
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え
よ
う
。

そ
の
理
由
は
、
河
川
土
木
に
関
す
る
技
術
か
ら
特
別
に
運
河
開
削
の
技
術
が
独

立
し
た
も
の
と
し
て
、
我
が
国
に
は
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ

は
、
道
路
交
通
に
結
び
、
道
路
交
通
と
補
完
関
係
に
あ
っ
た
内
陸
水
運
は
、
河
川

の
運
河
化
、
ま
た
は
そ
の
低
水
工
事
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
て
お
り
、
河
川
を
疎
通

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
得
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
運
河
開
削
は
、
治
水
工
事
や
用
水
工
事
あ
る
い
は
都
市
建
設
に
附
随
す
る
も

の
と
し
て
存
在
は
し
て
も
、
運
河
と
し
て
の
み
の
機
能
を
目
的
と
し
て
の
独
立
し

た
工
事
は
、
行
わ
れ
る
こ
と
が
極
め
て
少
な
か

っ
た
、
と
言

っ
て
も
決
し
て
過
言

で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
蒲
原
新
水
道
と
よ
ん
だ
明
治
初
期
の
人
々
の
意
識
か
ら

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
運
河
で
は
あ

っ
て
も
、
用
水
を
導
く

「水

道
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
通
船
路
と
し
て
の
意
識
に
優

先
し
て
い
た
こ
と
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
河
川
は
も
と
よ
り
必
要
な
灌
漑
用
水
を
得
る
た
め
の
用
水
路
や
飲

用
水

の
た
め
の
水
道
と
運
河
と
で
は
、
本
来
根
本
的
に
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で

あ

っ
た
と

い
え
る
。
そ
れ
は
、
「水
流
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
河
川
や
必
要
な
用

水
を
得
る
た
め
に
は

「水
流
」
を
必
要
と
す
る
が
、
運
河
に
と

っ
て
は
、
そ
れ
を

必
要
と
し
な

い
。
運
河
で
の

「水
流
」
は
川
下
に
向
う
時
は
よ
い
が
、
遡
行
す
る

時
に
は
航
行
を
阻
害
す
る
。
運
河
に
と

っ
て
は
、
「水
流
」
は
最
少
限
に
と
ど
め

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
海
岸
部
に
あ

っ
て
海
水
を
利
用
す
る
運
河
に
お

い
て
は
、
「水
流
」
を
除
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
河
川
か
ら
分
流
す

る
運
河
の
場
合
は

「水
流
」
を
ま

っ
た
く
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の

こ
と
が
、
我
が
国
の
運
河
工
事
を
河
川
工
事
か
ら
独
立
さ
せ
、
他
の
異
な
っ
た
独

自
の
技
術
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
か
っ
た
理
由
の

一
つ
、
と
考
え
ら

(11)
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れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
日
本
三
大
急
流
の

一
つ
と
い
わ
れ
る
富
士
川
本
流
よ

り
分
れ
る
蒲
原
新
水
道
の
場
合
、
す

で
に
見
た
よ
う
に
、
河
川
工
事
わ
け
て
も
治

水
工
事
の
た
め
の
技
術
が
開
削
に
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
た
理
由
で
も
あ

っ
た
。
し

た
が

っ
て
そ
の
技
術
的
検
討
は
当
然

河
川
治
水
工
事
技
術
に
つ
い
て
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

治
水
工
事
の
発
達
は
、
戦
国
大
名

の
領
国
経
営
の
中
で
進
み
、
近
世
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
甲
州
流
あ
る
い
は
関
東
流
、

紀
州
流
な
ど
と
称
さ
れ
た
治
水
技
術

の
発
達
を
み
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
近

世
を
通
し
て
徳
川
幕
府
普
請
方
に
蓄
積
さ
れ
た
治
水
技
術
は
明
治
新
政
府
に
引
継

が
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
技
術
が
ど
の
よ
う
に
し
て

一
般

に
普
及
し
て
い
っ
た
か
は
、
別
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
蒲
原
新
水
道
に
つ

い
て
み
れ
ば
、
幕
府
や
明
治
政
府
と

い
っ
た
為
政
者
側
に
よ
る
施
工
で
は
な
く
、

ま

っ
た
く
民
間
側
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
必
要
は
当
然
で
あ
る
。

蒲
原
新
水
道
の
建
設
に
あ
た

っ
て
、
測
量
に
あ
た
っ
た
の
は
、
発
起
人
の

一
人

武
藤
藤
太
で
あ
り
、
施
工
を
担
当
し
た
の
は
、
「黒
鍬
」
と
記
さ
れ
た
嶋
津
善
兵

衛
と
考
え
ら
れ
る
。
武
藤
は
甲
州
八
代
郡
黒
駒
村
八
反
田
に
住
み
、
神
座
山
桧
峯
　
ね

　

神
社
神
主
で
あ
り
、
幕
末
期
に
は
勤
皇
運
動
家
と
し
て
活
躍
し
た
知
識
人
で
あ
る
。

ま
た
嶋
津
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
「黒
鍬
」

の
肩
書
か
ら
し

て
専
門
的
土
木
技
術
者
の
頭
領
的
存
在
と
考
え
ら
れ
、
河
川
土
木
に
も
専
門
的
知

識
を
も

つ
者
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
嶋
津
も
そ
の
後
甲

ハ
の

　

州
巨
摩
郡
穴
山
村
嶋
津
則
貞
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
が
、
排
水
路
延
長
工
事
に
あ

た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
甲
州
に
関
わ
る
人
物
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
者
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
技
術
を
得
た

か
、
こ
の
よ
う
な
者
達
に
至
る
技
術

の
系
譜
が
問
題
に
な
る
。

我
が
国
に
あ

っ
て
、
水
稲
耕
作
が

一
般
化
し
て
い
く
過
程
で
、
そ
の
規
模
の
大

小
を
問
わ
ず
水
と
の
闘

い

治
水

は
、
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
す
る
と
、
そ
の
技
術
的
蓄
積
や
そ
の
伝
統
は
決
し
て
乏
し
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
し
か
し
戦
国
期
以
来
の
領
主
層
の
領
国
経
営
の

一
環
と
し
て
治
水
に

取
組
む
こ
と
が
は
じ
ま
り
、
さ
ら
に
近
世
期
に
入

っ
て
の
沖
積
平
野
の
大
規
模
開

発
は
、
治
水
工
事
の
大
規
模
化
と
、
技
術
発
展
を
飛
躍
な
も
の
と
し
た
。
特
に
新

田
開
発
に
よ
る
治
水
と
用
水
路
の
開
発
維
持
は
、
技
術
の

一
般
化

・
普
及
な
く
し

て
は
不
可
能
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
新
田
開
発
盛
行
の
時
期
は
元
禄
、
享
保

期
で
あ

っ
た
か
ら
、
治
水

へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
の
技
術
の

一
般
化

・
普
及
も

こ
の
時
期
か
ら
顕
著
と
な
る
。
そ
の
具
体
的
姿
は
、
い
わ
ゆ
る

「地
方
書
」
の
中

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
治
水
技
術
の
書
か
れ
た
地
方
書
の
最
初
は
、
寛
文
八
年

　
り
じ

(
一
六
六
八
)
刊

『地
方
聞
書
』
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
羽
口
工
法
に
よ
っ
て

堰
堤
を
築
く
伊
奈
流
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
枠
類
や
蛇
籠
な
ど
に
よ
る
水

制

・
護
岸
の
技
術
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
技
術
の
す
で

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
寛
永
八
年

(
一
六
二
七
)
刊
行
さ
れ
て
い
る
吉
田
光

由

『新
編
塵
却
記
』

の
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
同
書
中
で
は
、
「河
普
請
の

事
」
の

一
節
を
設
け
、
堤
の
坪
数

・
蛇
籠
の
坪
数

・
角
枠
の
坪
数
の
計
算
方
法
を

示
す
と
と
も
に
、
角
枠
の
図
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
寛
永
期

に
は
す
で
に
護
岸

・
水
制
の
技
術
も
普
及
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
h
先
述
し
た
よ
う
に
元
禄
か
ら
享
保
期
の
新
田
開
発

　
お

　

に
先
立
つ
天
和

・
貞
享
期
に
は

『百
姓
伝
記
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
水
利

・

治
水
関
係
の
豊
富
な
記
述
が
地
方
書
中
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
技
術
は

一
定
の
水
準
に
達
し
た
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
富
士
川
河
口
部
左
側
は
二
番
樋

(
旧
用
水
取
入
口
)
と

三
番
樋

(桝
形
)
に
本
流
に
沿

っ
て
堤
防
が
築
か
れ
て
い
た
。
ま
た

一
番
樋
の
埋

込
ま
れ
た
部
分
に
は
、
本
流
に
沿
つ
て
長
さ
五
〇
間
の
堤
防
が
築
か
れ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
堤
防
は
、
二
番
樋
の
部
分
を
内
堤
と
し
て
、
そ
の
外
側
に
本
堤

を
作
り
、
そ
の
内
側
に
小
堤
を
作
る
方
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
基
本
的

に
は

『百
姓
伝
記
』
中
で
奨
め
る
二
重
堤
で
あ
る
。
増
水
時
に
内
堤
を
越
え
た
水

量
を
外
側
の
本
堤
と
の
間
の
広
い
河
原
で
調
節
し
、
さ
ら
に
二
重
に
築

い
た
堤
防

(12)
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に
よ
っ
て
防
こ
う
と
す
る
方
法
で
あ

る
。
特
に
後
に
作

っ
た

一
番
樋
の
堤
防
は
、

従
来
の
本
堤
と
そ
の
外
の
内
堤
を
さ
ら
に
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
の

一
つ
に
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
、
『百
姓
伝
記
』
に
み
る
二
重
堤
の
方
法
の
延
長
線
上
に

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た

『百
姓
伝
記
』

で
の
築
堤
は
、
石
堤
で
は
な
く
土
を
主
体
と
し
、
羽
口
に

は
麁
朶
や
芝
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
蒲
原
新
水
道
で
は
専
ら
麁
朶
を
用

い
て

お
り
、

一
番
樋
埋
込
み
の
堤
防
も
、
保
護
の
た
め
石
詰
め
の
中
枠
や
蛇
籠
を
本
流

側
に
用
い
た
が
、
本
体
は
土
堤
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
水
流
に
洗
わ
れ
る
堤
の
基

礎
部
分
に

つ
い
て
は
、
麁
朶

・
蛇
籠

・
柵
な
ど
に
よ
っ
て
保
護
す
る
方
法
は
、

『百
姓
伝
記
』

の
説
く
も
の
も
蒲
原
新
水
道
で
の
施
工
も
同
様
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

『百
姓
伝
記
』
に
み
る
諸
技
術
が
、
蒲
原
新
水
道
の
各
所
に
み
ら
れ
る

事
実
は
、
両
者
の
間
に
あ
る
約
二
世
紀

の
時
間
的
隔
た
り
を
こ
え
て
、
そ
の
関
連

性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
こ
の
事
実
は
、
す
で
に

『百
姓
伝
記
』

の
書
か
れ
た

一
六
八
〇
年
代
に
は
河
川
工
事
に
関
し

て
、
基
本
的
技
術
の
面
で
完
成
の
域
に
達

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え

て
よ
い
。
た
し
か
に
こ
の
後

『地
方
凡
例

　
ぬ
　

　
お

　

録
』
(大
石
伊
十
郎

寛
政
六
年

一
七
九
四
)
『算
法
地
方
大
成
』
(秋
田
義

一

ハ
　

へ

天
保
八
年

一
八
三
七
)
な
ど
の
地
方
書
中
に
あ
つ
か
わ
れ
、
『治
水
要
弁
』
(森

ハ
ザ
　

田
通
定

宝
暦
二
年

一
七
五
二
)

『堤
防
溝
洫
志
』
(佐
藤
信
有

佐
藤
信
淵
校

安
永
九
年

一
七
八
〇
〉
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
精
粗
の
差
は
あ
れ
基
本
的
技

術
に
変
化
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
幕
府
普
請
方
に
用
い
ら
れ
て
き
た

も
の
を
そ
の
ま
ま
輯
録
し
た
と
い
う

『堤
防
橋
梁
積
方
大
概

・
全
』

(明
治
四
年
)

　
　

　

に
連
続
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

じ

か
た

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
地
方
」
と
は
何
を
指
す
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
近
世
に

あ
っ
て
は
町
方
に
対
す
る
語
で
あ
り
、
転
じ
て
土
地

・
租
税
制
度
、
そ
れ
に
関
わ

る
政
務
全
般
を
指
す
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

一
般
農
民
を

管
理
し
円
滑
な
年
貢
徴
収
を
進
め
る
こ
と
が
地
方
の
重
要
な
点
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

「地
方
書
」
は
支
配
と
被
支
配
の
接
点

に
立
つ
、
代
官
所
下
役
と
村
役
人
層
と
に

と

っ
て
、
重
要
な
手
引
書
と
し
て
、
地
方
の
実
務
処
理
上
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
そ
の
も

の
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
の
筆

・
算
の
能
力
に
加
え
て
実
務
処
理
の
経
験

と
こ
の
よ
う
な
手
引
書
や
知
識
は
、
日
常
的
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
い
ま

『地
方
凡
例
録
』
や

『算
法
地
方
大
成
』
な
ど
に
つ
い
て

み
る
と
、
単
に
知
識
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
亘
ハ体
的
事
例
に
つ
い

て
、
そ
の
処
理
方
法
に
ま
で
立
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
治
水
工
事

等
に
関
し
て
も
、
原
材
料
の
見
積
り
や
そ
の
計
算
方
法
に
ま
で
立
入
っ
て
極
め
て

具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は

『新
編
塵
却
記
』
な
ど
和
算
書
で
取
り
あ
げ
て

い
た
内
容
を

『算
法
地
方
大
成
』
の
書
名
が
示
す
よ
う
に
、
地
方
書
の

一
部
に
組

入
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
具
体
例
に

従

っ
て
計
算
す
る
な
ら
ば
、
か
な
り
の
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
土
木
工
事
等

の
見
積
書
も
、
精
密
に
作
製
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
可
能
に
し
た
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
教
育
水
準
の
向

上
で
あ

っ
た
。

一
つ
の
技
術
を
具
体
化
す
る
こ
と
の
条
件
が
広
範
に
わ
た
り
成
立

し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
村
役
人
層
に
限
ら
ず

一
般
の
村
民
で
あ

っ
て
も
、
「
地

方
書
」
を
解
読
す
る
こ
と
の
で
き
る
ほ
ど
の
者
は
、
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
蒲
原
新
水
道
工
事

の
中
に
も
具
体
例
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

安
政
四
年

(
一
八
五
七
)
『峡
算
法
』
と
題
す
る
和
算
書
が
甲
州
で
出
版
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
和
算
を
教
え
る
花
輪
宣
清
が
甲
州
独
自
の
貢
法
大
小
切
や
甲
金

・

三
升
桝
の
制
度
な
ど

の
計
算
法
を
、
理
解
し
や
す
く
説

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
巻
末
を
み
る
と
、
村
役
人
層
の
門
人
二
七
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

に
は
、
蒲
原
新
水
道
発
起
の

一
人
で
あ
り
、
武
藤
藤
太
の
妻
の
親
に
あ
た
る
上
村

の
坂
本
庄
左
衛
門
の
名
が
み
え
る
。
し
か
も
こ
の

『峡
算
法
』
を
み
る
と
、
『新

編
塵
却
記
』
と
同
様
に
堤
の
坪
数

・
蛇
籠
の
坪
数
の
他
勾
配
や
土
坪
の
計
算
方
法

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
う
し
た
計
算
方
法
は
か
な
り

一
般
化
し
て
い

た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
武
藤

(13)
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自
身
が
測
量
や
図
面
作
製
を
行

っ
た

こ
と
と
と
も
に
、
や
は
り
教
育
の
向
上
を
基

　
ふ
　

礎
と
す
る
技
術

の

一
般
化

・
普
及
を
示

し
て
い
る
事
例
と
い
え
よ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
蒲
原
新
水
道

の
開
削
を
み
た
明
治
初
年
の
段
階
に
は
、

一
応
ま
が
り
な
り
に
も
村
役
人
層
と

い
っ
た
上
層
農
民
は
、
経
済
的
裏
付
を
得
れ

ば
、
小
規
模
の
運
河
ほ
ど
の
も
の
は
、
測
量
か
ら
製
図
は
も
と
よ
り
完
成
さ
せ
る

ま
で
の
技
術
的
力
を
持
ち
あ
わ
せ
て

い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

む
す
び

に
か
え
て

明
治
維
新
以
降
、
日
本
の
近
代
化

の
過
程

の
中
に
あ

っ
て
、
河
川
舟
運
の
担

っ

た
役
割
は
極
め
て
大
き
か

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
時
期
に
お
け
る
河
川
改
修
と

運
河
開
削
と
は
大
き
な
意
義
を
持

っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
運
河
開
削
に
つ
い
て
、

主
と
し
て
技
術
面
か
ら
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
検
討
に
あ
た

っ
て
は
、

一
八
七
三
年
頃
か
ら
い
わ
ゆ
る

「御
雇
外
国
人
」

技
師
と
そ
の
技
術
に
大
幅
に
依
存
す
る
が
、
や
が
て
こ
れ
ら
外
来
技
術
は
在
来
技

術
と
融
合
が
進
み
、
新
技
術
の
自
立

に
至
る
と
い
う
視
点
に
立

っ
て
、
在
来
技
術

に
焦
点
を
絞

っ
た
。
そ
れ
は
、
在
来
技
術
が

一
定
水
準
に
達
し
、
外
来
技
術
を
容

易
に
受
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
、
新
技
術
受
容
基
盤
の
形
成
が
な
く
て
は
、
外
来

技
術
の
ス
ム
ー
ス
な
受
入
れ
も
、
そ

の
後
の
新
技
術
の
自
立
も
実
現
で
き
な
か
っ

た
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
在
来
技
術
の
実
態
を
知
る
手
段
と
し
て
、

蒲
原
新
水
道
の
開
削
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
蒲
原
新
水
道
開
削
は
、
そ
れ
を
技
術
的
に
み
る
な
ら
ば
、
河
川
技

術
1

わ
け
て
も
治
水
の
た
め
の
制
水

・
護
岸
技
術
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
水
路
保
護
工
事
と

し
て
検
討
し
た
諸
工
事
に
そ
の
こ
と
が
顕
著

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
運
河
開
削
の
た
め
の
特
別
な
技
術
が
存
在
す
る
の
で
な
く
、

河
川
技
術
の
援
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
を
は
た
し
て
い
た
と
い
う
の
が
、
在
来

技
術
の
内
容
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
実
態

を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
そ
の
技
術
的
系
譜
を
た
ど
り
、
そ
の

一
般
化
と
普
及
の
過

程
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
技
術
的
系
譜
は
元
禄

・
享
保
期
以
前
に

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
こ
の
期
に
お
け
る
新
田
開
発
の
盛
行
が
、

治
水
を
目
的
と
す
る
制
水

・
護
岸
技
術
の
基
礎
的
完
成
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
で
き
た
。

そ
の
よ
う
な
技
術
的
系
譜
を
示
す
も
の
は

「地
方
書
」
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に

「
地
方
書
」
は
、
そ
れ
ら
技
術
の

一
般
化
と
普
及
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。

そ
れ
に
学
ぶ
村
役
人
等
上
層
農
民
は
、
次
第
に
技
術
の
所
有
者
と
し
て
、
地
方
の

実
務
処
理
の
中
で
知
識
と
経
験
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
流
れ

の
中
で
明
治
期
に
い
た
り
、
運
河
開
削
に
こ
れ
ら
河
川
技
術
が
応
用
さ
れ
て
い
っ

た
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

以
上

一
応
の
総
括
を
行

っ
た
の
で
あ
る
が
、
蒲
原
新
水
道
を
例
と
し
た
の
み
で

は
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
論
旨
は

一
般
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
他
の
例
に
つ
い
て
の
検
討
を
重
ね
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

〈註
〉

(
1
)
黒
崎
千
晴

「明
治
前
期
水
運
の
諸
問
題
」
(
『日
本
近
代
輸
送
史
』
所
収
)

成
文
堂
書
店

一
九
七
九
年

=
ハ
ニ
頁
～

一
六
三
頁
。

(
2
)
『日
本
経
済
統
計
総
観
』

朝
日
新
聞
社

一
九
三
〇
年
。

(
3
)
『明
治
以
前
日
本
土
木
史
』

土
木
学
会

一
九
三
六
年

参
照
。

(
4
)
『資
料

御
雇
外
国
人
』

小
学
館

一
九
七
五
年

参
照
。

(
5
)
拙
稿

「蒲
原
新
水
道
の
建
築
と
経
営
」
(文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部

紀
要
第
22
集

一
九
七
八
年
)、
「蒲
原
新
水
道

の
建
築
と
経
営
」

口

(文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部

紀
要
第
23
集

一
九
七
九
年
)

参
照
。

『明
治
工
業
史
』

土
木
篇

七
五

一
頁
で
は
、
"蒲
原
運
河
"
と
よ
ん
で

い
る
が
、
こ
こ
で
は
当
時
の
呼
称
に
し
た
が
っ
た
。

(
6
)
稲
垣
令
子

「
甲
州
に
お
け
る
塩
流
通
と
郡
中
惣
代
」
(
『史
観
』

第

二

(14)
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六
冊
)。
拙
稿

「
甲
府
県
入
塩

取
扱
所
と
入
塩
商
社

内
陸

へ
の
塩
の

流
通
を
め
ぐ

っ
て

」
(
『甲
府
市
史
研
究
』

第
4
号

一
九
八
七
年
)。

(
7
)
拙
稿

「富
士
川
運
輸
会
社
の
創
業
に
つ
い
て
」
(文
教
大
学
女
子
短
期
大

学
部

紀
要
第
20
集

一
九
七
六
年
)

参
照
。

(8
)
詳
細
は

(
7
)
に
同
じ
。
四
八
頁

「収
支
見
込
表
」
参
照
。

(9
)

(10
)
『明
治
初
期
静
岡
県
史

料
』
第
二
巻

工
業

明
治
八
年
～
十
年

三
九
七
頁
～
三
九
八
頁
。
堤

・
川
の
長
さ
は
実
際
と
差
異
が
あ
る
が
、
そ

の
対
象
区
間
は
明
ら
か
で
な
い
。

(
11
)
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
武
藤
家
文
書
中
以
下
の
蒲
原
新
水
道
建
築
工
事
関

係
文
書
に
よ
る
。
「
堀
広

ヶ
外

工
事
見
積
書
」
(古
七
i

一
七
三
九
)、
「船

囲
場
廻
り
砂
留
柵
見
積
書
」
(
古
七
i

一
七
五
七
)、
「水
門
構
築
見
積
書
」

(古
七
ー

一
七
五
八
)、
「悪
水
吐
伏
樋
見
積
書
」
(古
七
-

一
七
五
九
)、

「土
橋
建
築
見
積
書
」
(古
七
-

一
八

一
四
)、
「水
門
見
積
書
」
(古
七
ー

一
八
三
七
)、
「掛
渡
井
見
積
書
し
(古
七
i

一
八
三
八
)、
「船
溜

・
悪
水

吐
圦
樋
見
積
書
」
(古
七
ー

一
八
五
六
)

(12
)
「蒲
原
新
水
道
建
築
中
庶
用
留
」

(古
七
-

一
六
二
五
)
に
よ
る
と
、
こ
れ

.を
書
留
め
た
武
藤
藤
太
自
身
、
測
量
製
図
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お

「見
積
書
」
類
は
誰
れ
の
作
製
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
下
書
類

が
武
藤
家
文
書
中
に
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
武
藤
と
想
像
さ
れ
る
。

(
13
)
「
水
門
見
積
書
」
(古
七
ー

一
八
三
七
)
に
よ
る
と
、
戸
竿
を
上
下
し
て
戸

板
移
動
す
る
形
式
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
14
)
囲
堤
と
高
台
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
こ

こ
で
は
杭
籥

の
関
係
か
ら
水
路
側
に
寄
せ
て
、
囲
堤
が
高
台
に
重
ね
て
築

か
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

(15
)
船
溜
り
に
は
富
士
川
運
輸
会
社
蒲
原
分
社
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
直
接

海
岸
で
清
水
港
と
連
絡
す
る
小
廻
船

へ
の
積
荷
の
積
下
し
が
行
わ
れ
た
。

(
16
)
川
表
で
は
高
台
上
部
が
水
路
床
と
水
平
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

実
際
上
は
囲
堤
の
基
部
に
杭
が
打
た
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
と
推
測
し
て
い

る
。

(
17
)
船
溜
り
の
斜
面
の
勾
配
は
四
五
度
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
深
三
尺

と
す
る
と
岸
か
ら
ど
の
程
度
の
距
離
を
お
い
て
杭
箒
三
尺
が
立
て
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
不
明
で
あ
る
。

(
18
)
こ
の
排
水
路
は
、
明
治
八
年
七
月
中
の
暴
風
雨
で
破
損
し
た
た
め
、
九
年

中
静
岡
県
か
ら
内
務
省
に
申
請
し
、

=

五
問
の
修
理
と
西
に
二
八
五
問

の
延
長
工
事
を
行
い
、
向
田
川
に
排
水
す
る
。
完
成
は

一
〇
年
六
月
で
あ

る
。
「静
岡
県
知
事
宛
畑
地
堀
割
書
上
書
」
(古
七
-

一
四

一
)。

(
19
)
『明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
20
)
「藤
太
履
歴
」
(古
七
-
七

八
三
)
参
照
。

(
21
)

(
18
)
に
同
じ
。
黒
鍬
嶋
津
は
貞
則
と
同

一
人
と
も
考
え
ら
れ
る
が
不
明
。

(22
)
古
島
敏
雄

『近
世
日
本
農
業

の
構
造
』

二
五
六
頁
。
な
お
そ
こ
で
は

『伊
奈
家
地
方
伝
記
』
(
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
第
10
巻

所
収
)
は

『地
方
聞
書
』

の
異
本
と
し
て
い
る
。

(23
)
'『百
姓
伝
記
』
(『
日
本
経
済
大
典
』
巻
31

所
収
)。

(24
)
『地
方
凡
例
録
』
(『
日
本
史
料
選
書
』

近
藤
出
版
)。

(25
)
『算
法
地
方
大
成
』

(『
日
本
史
料
選
書
』

近
藤
出
版
)。

(
26
)
『治
水
要
弁
』
著
者
森
田
定
通
は
多
摩
川
沿
西
府
村

(現
府
中
市
∀
名
主
。

(
27
)
『堤
防
溝
洫
志
』

(『佐
藤
信
淵
家
学
全
集
』
上
)

(
28
)
朴
花
珍

「近
世
地
方
書

の
成
り
立
に
つ
い
て
」
(
『日
本
歴
史
』
第
四
八
九

号
)
に
よ
れ
ば
地
方
書
に
お
け
る
土
木
技
術
の
系
譜
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

(
29
)
拙
稿

「峡
算
法
に
つ
い
て
」
(
『甲
府
市
史
だ
よ
り
』
第
七
号
)

(15)


